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1-4 プログラムの流れ

1-5 プログラムを通して得られるもの

1

・

支援部署からの
バックアップ

1-1 本プログラムの意義

近年、社会全体でのダイバーシティ＆インクルージョンという価値観の広がりを背景に、障害のあ
る人材等、多様な人材を積極的に採用する企業が増えてきました。多様な人材が活躍できる職場づ
くりは、労働人口の減少や人材の流動化といった課題に対応でき、働く環境の改善による組織の活
性化にもつながることから、社会的に大きな期待が寄せられています。

DO-IT Japanでは、障害のある学生（障害学生）に向けたキャリア移行に取り組んでおり、その一
貫として、障害学生が参加するジョブシャドウイングプログラムの取り組み方法を本マニュアルにま
とめました。「DO-IT Japan ジョブシャドウイングプログラム」は、障害学生、企業、障害学生を
支援する学内の部署の三者にとって、インクルーシブに働くことについて学びを深めることができる
プログラムです。

プログラムの概要
OVERVIEW

準
備

3日〜
１週間

実
施

それぞれの気づきと学びを共有します

社員 学生人事担当者

企業が得られること 支援部署が得られること障害学生が得られること

学生と社員が普段の職場で
数日を共にすることで、同じ
職場で障害のある若者とどう
働くかを具体的にイメージで
きます。通常業務を観察する
プログラムなので、特別な職
務の準備は不要です。障害の
ある方に社内のどの職場でど
う活躍してもらいたいかを考
える事前ワークも。大学のサ
ポートも得られ、学生と安心
して対話できます。

普段の職場で働く社員を観察
しつつ、一日の折 で々質問や
交流ができるので、企業での
リアルな働き方、求められる
知識やスキルを知ることがで
きます。社員の方への質問や
交流を通じて、自らのニーズ
について適切に職場に説明す
る経験を得ることもできます。
シャドウイングで学んだこと
は、今後の就活や大学での
学びに活かしましょう！

アルバイトやインターンシッ
プを経験したことのない障害
学生に対して、企業でのリア
ルな働き方を学ぶ機会や、自
らのニーズを説明するセルフ
アドボカシーにチャレンジす
る機会を提供できます。企業
の方とインクルーシブな働き
方について話し合ったり、障
害のある学生について、偏見
のない理解を広げたりする機
会にもなります。

1.プログラムの概要OVERVIEWINTRODUCTION PLAN ACTION FEEDBACKOVERVIEW

実働
2〜3日

1 -3 本プログラムの対象と役割

本プログラムは、障害学生を対象としています。また本プログラムは、業種や規模を問わず、障害学
生のためのジョブシャドウイング実施に関心のあるすべての企業・事業所・団体（本文では便宜的に「企
業」と呼称します）を対象としています。本プログラムに参加する障害学生の支援を担当している学生
支援部署は、本プログラムのコーディネーター（支援担当者）となります。

者支援担当

人事担当 者支援担当学 生

社 員

1-2 ジョブシャドウイングとは

一般的に、ジョブシャドウイングとは、参加する学生が、一人の労働
者に影のように同行し、その人がどのように仕事をしているのか、観
察を通じて学ぶプログラムです。インターンシップのように実際の業
務は行いません。働く姿の観察に徹することで、将来の自分が働く

姿や、職場で求められる力、自らの強みの活かし方をイメージし、就労への意識を明確にする機会と
する取り組みです。本プログラムには、障害学生が参加することを想定し、ジョブシャドウイングが
意義ある経験となるような工夫を盛り込んでいます。
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2.導入INTRODUCTION

2-2 企業・支援部署・学生の役割

2 導入
INTRODUCTION

 プログラムの意義と目的を理解し、
社内の担当部署・担当社員を選出し
ます。

  事前・事後プログラムを実施します。               

  開催方法を決め、必要な環境整備を
します。

  シャドウイング期間中は適宜学生と
対話し、質問に答えます。

 シャドウイング終了後、社内で振り
返り「気づきと学び」を共有します。

 プログラムの意義と目的を理解し、
事前プログラムを受けます。

	   

 シャドウイング期間中、働いている
様子を観察し、質問内容をまとめ
ておきます。

 シャドウイング終了後、事後プロ
グラムを実施します。

	  

 振り返りミーティングにて実践報
告を発表します。

 プログラム全体のコーディネート業務を行います。

 企業担当者へプログラムの目的と意義を説明し、実施
に向けた調整を行います。

 参加学生を募り、マッチングします。

 学生に対し事前プログラムを実施します。

 企業と学生の間にたち、コミュニケーションサポート
を行います。

 プログラムのブラッシュアップを行います。

企業の役割

企 業 学生支援部署

連携できる相手先はいますか？

学生の役割

学生支援部署の役割

2-1 ジョブシャドウイング プログラムを始めるには

このプログラムは、企業と学生支援部署で連携して導入を検討します。
企業または支援部署は、お互いに連携してプログラム実施できる相手先を探します。

うちの会社で
ジョブシャドウイング
やってみたい

うちの学生が参加できる
ジョブシャドウイング

やりたい

相手先はジョブシャドウイングを
知っていますか？

［PLAN］へ
進みましょう

本マニュアルを
もって説明
しましょう

本マニュアル巻末のお問い合わせ先に
ご相談くださいませ

 やってみたいけど相手先に説明できない
 企業もしくは支援部署の誰に相談した
らいいのか分からない
 時間やお金がどれくらいかかる？   ..etc.

分からない事はP33のお問い合わせ先
までご連絡ください。

YES

YES

NO

NO

その他

支援担当者

学 生人事担当 社 員

INTRODUCTION PLAN ACTION FEEDBACKOVERVIEW

人事担当 社 員 支援担当者 学 生

P8参照

P15-19,30参照

P20-26参照

P30-31参照
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私も一緒に働く
イメージをしてみたい。

3
3.

準 備

準 備

PLAN

PLAN

  障害のある学生達が能力をフェアに評価される文化をつくる。

  働き方の現実を学生が学ぶ機会を創出する。

（一般的に言って）障害者への期待（能力や役割等）が低い企業文化を障害のある学
生がジョブシャドウイングに参加することで変えていく取り組みを作る。

3-1 企業の受入部署を決めよう

実施時期を決めよう

 学生の長期休暇期間に設定すると参加できる学生が多くなります。

 受入企業の事業年度や人事異動等の時期を踏まえ、企業と支
援担当者で検討しましょう。

実施期間を決めよう

 プログラムの期間は3日間から1週間(実質5日間)程度を目安
として、目的に合わせて決めましょう。

 連続した日である必要はありません。月曜・水曜・木曜というよう
に飛び石で設定してもよいです。

 実施時間帯は原則的に対象社員の雇用契約上の勤務時間とします。

現地開催かオンライン開催かを決めよう

 基本的には職場環境を現地でシャドウイングできることが望まし
いですが、テレワークで勤務していたり、外部からの立ち入りが
難しい場合等は、オンライン実施も含めて方法を考えましょう。

 実施期間中に現地の日とオンラインの日を設定するハイブリッ
ド型も考えましょう。（例えば、月曜は現地参加、水曜はオン
ライン等。）

 電車で通うことが難しい場合や、様々な理由で人混みを避け
たい等、現地参加する上での困難さがあれば、実施時間帯
や時間数等も柔軟に調整しましょう。

 ジョブシャドウイングは一般的なインターンシップとは違
い、企業側受入担当者の日常業務にプラスして新たな
業務が発生することはほとんどありません。あくまでも
通常の業務風景をシャドウイングさせてもらいます。

 ただ、一日の最初と最後、可能な範囲で日中も学生から
の質問を受けて対話してもらうことをお願いしています。

 企業が設定したプログラムの目的を理解し、企業側として
も学生との対話を通して学ぶ姿勢のある社員が適任です。

シャドウイング対象となる社員を決めよう

3-2 受入方法を決めよう

TIPS DO-IT Japan が考えるジョブシャドウイングプログラムの価値

何をするの？

ジョブいつもの業務を障害
学生が観察して、自分が
働くイメージをつけるんだ。

ジョブシャドウイ
ングをやりたい
んだ

いつに
しましょうか？

○月だと水曜を
入れた３〜４日間
がいいですね！

火曜日だけ
オンラインで
他の日は現地に
しましょう！

現地で
シャドウイング
できますか？

○月頃は
どうですか？

INTRODUCTION PLAN ACTION FEEDBACKOVERVIEW

何日間がいい
ですかね？

以上1〜5を考えてそれを達成できる（しやすい）部署を選びましょう。

企
業
が
や
る
こ
と

どの部署にするか、考える時に以下のポイントをもとに学生支援部署とも相談して決めましょう。
まずは自社が求める働き方・価値観を以下の視点を参考に言葉にしましょう。

どのような働き方で障害のある人が自社内で活躍
してほしいか？

障害のある人でも働く上で予め知っておいてもら
いたいことは何か？

自社内で果たしてほしい具体的な職務は何か？

参加学生にどのような経験、学びを期待するか？

企業としてどのような経験や学びを得たいのか？

上記を踏まえて、以下のことも考えましょう

1

2

3

4

5

受入部署を決める

どの部署がいい？

活躍の仕方？
知ってほしいこと？
どんな職務？

学生に期待すること…
企業として得たいこと…

 支援担当者・受け入れる企業・学生それぞれがこのプログラ
ムの意義を理解し目的を設定しておくことが大切です。

 支援担当者から企業へプログラムの意義や目的を説明します。

 企業内で設定した目的や達成したいこと等について支援担当者
と共通認識をもち、実現に向けた具体的なプロセスを共有しましょう。

プログラムの目的や意義の共有

ジョブシャドウイング
の開始について
話し合いと相談

支
援
部
署
が

や
る
こ
と

人事担当 支援担当者

社 員
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3-4 Check Point !［現地実施の場合］

3. 準 備 PLAN

本プログラムの実施企業、実施時期、企業の受入
部署とシャドウイング対象社員が決まったら、参加
する学生を募集し候補者を決めます。

3-3 参加学生を決めよう

 参加を希望した学生が事前・事後のワークを含
めたプログラム全体の期間と内容を理解した上
で、全てのプログラムを遂行できるか確認しま
しょう。

 支援担当者は、【プログラム実施期間】【実施す
る企業】【シャドウイング対象となる社員の部
署と業務内容】を参加対象となる学生へ案内し
ます。

 参加する学生へ期待することや企業として知りた
いこと等、企業からの要望もアナウンスします。

 支援担当者は、希望した学生の中から適した学
生を選出します。

1   参加する学生が決まったら、必要な配慮事項を話しておきましょう。

2   必要であれば企業側と相談し、実施方法について調整しましょう。

3   情報保障や介助者等の手配についても確認しておきましょう。

TIPS 配慮事項を確認しておきましょう

3.準 備PLAN

  企業は、本プログラムに適応できる誓約書（秘密保持契約を含む）の書式を準備しましょ
う。もし該当する書式がない場合は支援担当者に相談しておきましょう。

  支援部署は、企業側で誓約書等の書式がない場合に、参考にできる誓約書の雛形を例
示しましょう。

  支援部署は学生が誓約書を提出していることを確認しておきましょう。

  支援部署は、本プログラムで適用できる保険を確認し、加入手続きをしておきましょう。

  災害補償・施設賠償等、保険の範囲を企業と支援部署で共有しておきましょう。

誓約書の準備をしましょう(現地・オンライン、どちらの場合でも)要チェックポイント

保険の準備をしましょう (現地・オンライン、どちらの場合でも)要チェックポイント

  社内に入るために入館申請等の手続きは必要ですか？

 シャドウイング対象となる職員の近くで学生がシャドウイングする場所が確保で
きますか？

 社内で立入禁止区域はどこですか？

 社内でトイレ含め学生が自由に移動してよいエリアはどこですか？

 社内に持ち込んで良い物（パソコンやスマートフォン等含め）と持ち込んでは
いけない物等に決まりはありますか？

 学生はプログラム期間中どのように企業に通うか、確認しましょう。

 待機時間や休憩時間はどこでどのように過ごすか、学生と話しておきましょう。

 参加している会議の途中等、離席したい時の伝え方について企業側と申し合わ
せておきましょう。

 緊急連絡先を学生と企業側に伝えておきましょう！

現地で実施する場合に確認するポイントはこちら

支
援
部
署
が

確
認
す
る
こ
と

支
援
部
署
が
や
る
こ
と

企
業
が
確
認
す
る
こ
と

○月○日〜○日で
ジョブシャドウイン
グをやります！

○月○日〜○日まで
事前・事後プログラムも
全部参加できますか？

○○社〜課の業務を
シャドウイングします

現地に2日行って
2日間はオンライン
です

やってみたいです

はい 学 生
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3-5 Check Point !［オンライン実施の場合］

デスクワーク中の観察 会議場面にも同席

モニター越しにて参加

Q&Aとフィードバック

3. 準 備 PLAN

 学生側が準備すべき機材は何ですか？

 企業・学生に対して機材の貸し出しは必要ですか？

 ウェブ会議システムは何を使用し、誰が設定しますか？

 支援部署が間に入らずに学生と企業で直接メール等のやり取りをするのか、確認
しておきましょう。

 会議等で使用される資料を事前に学生に渡せるか、企業側へ確認しておきましょう。

 ネットワーク等のトラブルが起きた時の対処方法を話して起きましょう。

 緊急連絡先を学生と企業に伝えておきましょう！

 社内のネットワークを使用できますか？

 自社で通信機材(タブレット端末等)を準備できますか？

 (Zoom等)ウェブ会議システムは何を使用して、誰が設定しますか？

 カメラの撮影範囲に機密書類等が写り込まないように通信機材(タブレット端末
等)を配置できますか？

  終日接続し続けますか？それとも時間帯を区切って接続しますか？

オンラインで実施する場合に確認するポイントはこちら

現地での実施と同様に、誓約書と保険加入の確認をしておきましょう。

誓約書と保険の準備をしましょう(現地・オンライン、どちらの場合でも)要チェックポイント

3.準 備PLAN

3-6

企業内での機材セッティング方法を紹介します

実際に機材セッティングした様子

例）
 タブレット端末

 三脚

 （電源ケーブル）

 （延長コード）

遠隔操作ロボット型の通信端末等を使用するのも有効です。

 通常の職場環境でシャドウイングできるように、対象社員の近くにタブレット端末を
設置します。

 主にはタブレット端末で学生が業務風景をシャドウイングしますが、オンライン会議
に学生も参加できる場合には、会議URLを学生に共有してください。

支
援
部
署
が
確
認
す
る
こ
と

企
業
が
確
認
す
る
こ
と

企
業
側
に
配
置
す
る
も
の

3-6 機材のセッティング［オンライン実施の場合］

P11参照
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3-7 チェックリスト

4-1 企業の事前プログラム

3. 準 備 PLAN

受入部署を決める 以下の観点を明確化できましたか？

 障害のある人がどのように自社内で活躍してほしいか？

 働く側に予め知っておいて欲しいことは何？

 自社内でどんな職務を果たしてほしいか？

 学生に期待することは何か？

 企業として得たい学びはどんなことか？

受入部署を決める  企業へ本プログラムの目的やプロセスを十分に説明できましたか？

 本プログラムの意義や目的について企業と共通理解をもてましたか？

対象となる
社員を決める

 社員と本プログラムの目的や意義を十分に共有できましたか？

 目的が達成できる社員を選ぶことができましたか？

対象となる社員を決める  対象となる社員の部署や業務内容を把握できましたか？

実施日を決める  事前・事後プログラムを含めた全体の実施時間は決まりましたか？

 シャドウイングを何日間で実施するか決まりましたか？

実施日を決める  事前・事後プログラムを含めた全体の実施時間は決まりましたか？

 シャドウイングを何日間で実施するか決まりましたか？

実施方法を決める  現地、オンライン、ハイブリッド、どの方法にするか決まりましたか？

 準備する機材等の確認ができましたか？

実施方法を決める  現地、オンライン、ハイブリッド、どの方法にするか決まりましたか？

学生を決める
 候補学生全体へ本プログラムの目的や意義を十分に説明できましたか？

 参加する学生の選出ができましたか？

 参加する学生がプログラム全てを完了できるか確認できましたか？

 参加する学生の配慮事項について確認できましたか？

Check point  誓約書の準備はできましたか？

 保険加入について支援部署と確認しましたか？

Check point  誓約書の提出が確認できましたか？

 保険に加入できましたか？

 学生と企業との直接やり取りする場合の方法を確認できましたか？

 ジョブシートのフォーマットは支援担当者と企業で相談し、適宜修正して使用してください。

 対象社員が記載したジョブシートをもとに学生の事前ワークとして各シートの対応
表を作成します。そのため、ジョブシャドウイング実施日の２週間前までには、支
援部署へ提出できるようにスケジュールをたてましょう。

 支援部署はジョブシートの記載について学生が理解できる表現になるよう対象社員
の事前ワークを適宜サポートしましょう。

TIPS

受入部署でシャドウイング対象となった社員は、事前プログラムとしてジョブシートを作成し支援部
署へ提出します。
このジョブシートはシャドウイング対象社員が日常的に「どのような仕事をしているのか？」「どのよ
うに働いているのか？」を記載するシートです。ジョブシートを作成することにより、参加学生が、シャ
ドウイング時に注目するポイントや質問事項等を準備することができます。

 ジョブシートでは職務上求められるコンピテンシーと担務する職務内容の実際を記述します。

 ジョブシートはA〜Dの４種類あり、それぞれの内容は以下の通りです。

ジョブシートA
／企業用

業務内容と
必要なスキル

自分が担務する職務内
容や役割を書き出しま
す。また職務内容に対
応するように職務遂行
する上で必要となるスキ
ルも記載してください。

P16参照

ジョブシートB
／企業用

業務の細目
シャドウイング実施期
間中に予定される業務
の内容を可能な限り具
体的に書き出します。
また達成水準や作業
目的も可能な範囲で
記載してください。 

P17参照

ジョブシートC

年間予定表
自分の業務の年間ス
ケジュールを大まかに
書き出します。シャド
ウイング実施期間が
年間の繁閑期のどの
期間にあたるのか、参
加学生がイメージしや
すくなります。 

P18参照

ジョブシートD

週間予定表
1週間を通して、1日ご
との時間の使い方を記
載してください。起床
から就寝まで、１日の
スケジュール（仕事の
分量、タイミング、流れ、
可能であれば余暇や生
活面も）を記載します。

P19参照

シャドウイング対象となる社員の事前プログラム

4 実施
ACTION

支
援
部
署
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

企
業
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

INTRODUCTION PLAN ACTION FEEDBACKOVERVIEW
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●

　✔

　✔

　✔

●

　✔

　✔

　✔

4. 4-1 4-1実 施 企業の事前プログラム 企業の事前プログラムACTION

業務内容を遂行するために
必要なスキルを記載してください。

ジョブシャドウイングを実施する日に予定される業務の内容を詳しく記載してください。
また達成水準や作業目的も可能な範囲で記載してください。 

担務する業務内容を記載してください。

例） 例）1.障害者雇用推進プロジェクトの運営管理

2.社外機関と連携したプロジェクト企画立案

3.プロジェクト提供対象となる顧客層の
マーケティング

例）

●  社内の障害者雇用状況をリサーチし、       
社外の調査結果と比較検討できる。

●  社外機関と英語でコミュニケーションがとれる。

●  顧客ニーズ調査の結果をもとに企画案
を作成できる。

●  障害者雇用推進プロジェクトの企画会議資料を作成する。
  社内の障害者雇用状況アンケートの結果を集約して、グラフにする。
  グラフから言えること（解釈）をまとめる。
  社内の障害者雇用推進委員会の設立を提案する。

●  自社の関連子会社とプロジェクト広報について打ち合わせをする。
  今年度から運営しているシステムの利用者拡大を図るために
　広報範囲や内容を検討する会議を実施する。
    議事録をまとめて配布する。

シャドウイング対象社員が作成するジョブシート A シャドウイング対象社員が作成するジョブシート B

ジョブシートA ／企業用
業務内容と必要なスキル

業務内容（全体）

1.

2.

3

4.

5.

●

●

●

●

●

●

●

必要なスキル

枠外に自分の部署・役職・経歴等を
記載してください。
例 )企画部８年目係長職　　…等

ジョブシートB ／企業用
業務の細目

業務（細目）

枠外に自分の部署・役職・経歴等を
記載してください。
例 )企画部８年目係長職　　…等

4.実 施ACTION
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例）
人事採用

年度
年

第1  四半期
4月 ～6 月

第2  四半期
7月～9 月

第3  四半期
10月～12月

第4  四半期
1月～3 月

経費処理

4 10 11 12 3

ナシ ナシ ナシ ナシ

ほぼ動きなし 動き始め の対応

四半期まとめ 年度末決済四半期まとめ四半期まとめ

5 6 8 97 21

自分が担務するプロジェクトや職務の繁閑期を記載してください。
年間予定が決まっていない場合等、予想することが難しい場合には昨年等過去の状況でも
構いません。参加する学生が年間通して働くイメージをつけるために参考にできます。

シャドウイング対象社員が作成するジョブシート C シャドウイング対象社員が作成するジョブシート D

年間のスケジュール表は普段使用しているカレンダーのコピーでも構いません。 週間のスケジュール表は普段使用しているカレンダーのコピーでも構いません。TIPS TIPS

ジョブシートC ジョブシートD
年間予定表 週間予定表

枠外に自分の部署・役職・経歴等を
記載してください。
例 )企画部８年目係長職　　…等

枠外に自分の部署・役職・経歴等を
記載してください。
例 )企画部８年目係長職　　…等
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15:00
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起床

出勤（電車）
出社

メールチェック
部内 MTG
資料作成しつつ
電話対応
休憩

退社

帰宅

就寝

起床

出社

出勤

部内 MTG

外部 MTG

休憩

議事録作成

企画会議

予算管理

経費処理

退社

帰宅

就寝

　　年
　　月　　日（金）

0:00

1:00

2:00

3:00

4:00

5:00

6:00

7:00

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

21:00

22:00

23:00

　　年
　　月　　日（木）

　　年
　　月　　日（水）

　　年
　　月　　日（火）

　　年
　　月　　日（月）

資料作成
しつつ
電話対応

アンケート
結果の
まとめ

研修動画
撮影

シャドウイング期間中のスケジュールをできるだけ具体的に記載してください。
できれば参加する学生が実際に働くことをイメージしやすくなります。
参加する学生が実際に働くことをイメージしやすくなります。

ピーク 不足分

記入例）

4. 4-1 4-1実 施 企業の事前プログラム 企業の事前プログラムACTION 4.実 施ACTION
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シャドウイングする社
員の業務内容をみて、
具体的にどのような仕
事なのか想像してみま
しょう。そして自分の
興味関心、大学等で学
んだことやスキル、自
身の強みと対比します。

4-2 学生の事前プログラム

支援担当者は学生に本プログラムの目的と意義を説明し、学生が十分に理解した上で参加できる
よう準備します。

企業の対象社員から提出されたジョブシートをもとに、学生はジョブシート対応表を作成します。
以下の４つのシートにそれぞれジョブシートの項目ごと対比し、質の高い問いを生み出すことで、
学びたいことを明らかにしましょう。

参加学生の事前プログラム 1

参加学生の事前プログラム 2

学生は以下の項目についてセミナー等に参加し学びます。

 障害の社会モデルと働く上での合理的配慮

 障害のある労働者と社会資源の活用

Ⅰ . 労働と権利保障の基礎を学ぶ

 自らの強みや専門性を働く上でどう生かせるかを考える。

 特定の職務において、その職務遂行に本質的に必要な要素を知り、どのようにしたら
果たすことができるかを考える。

 どのような配慮をどのような場面で求めたいのかを考える。

 障害をもちながら働いているメンターとの議論を通じ「働き方の相対化」「自己権利擁
護」「自己決定」「どんな職務遂行や価値を実現しているか」を内省する。

Ⅱ . 強みを生かして働くイメージを深堀りする

2 3 41

支援者の方へ

学生の事前ワーク①のセミナー詳細については、DO-IT Japan 事務局にお問い合わせください。
問い合わせ先アドレス・電話番号等は巻末 33ページをご覧ください。

支援担当者は学生がジョブシート対応表を作成する際、何度か学生と面談をしながらともに進めま
しょう。シャドウイング期間中に観察するポイントを明確にし、学生が質の高い問いを出せるようサ
ポートしましょう。

ATTENTION
TIPS

ジョブシート
対応表 A1,A2

職務とミッション

P22,23参照

ジョブシートB
／企業用

業務の範囲
細かな業務内容を見
て、自分が実施する
際の具体的な作業手
順や、個々の業務の
品質や達成基準を具
体的にイメージしてみ
ましょう。

P24参照

ジョブシートC

年間予定表

自分自身の年間を通じ
た体調の変化、これ
までの余暇の過ごし方
や生活の仕方と対比し
ます。

P25参照

ジョブシートD

1日のスケジュール

自分自身の年間を通じ
た体調の変化、これ
までの余暇の過ごし方
や生活の仕方と対比し
ます。

P26参照

4. 4-2 4-2実 施 学生の事前プログラム 学生の事前プログラムACTION 4.実 施ACTION
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1. 社内の障害者雇用状況を  
リサーチし、社外の調査結果
と比較検討できる

2. 社外機関と英語でコミュニ
ケーションがとれる

3. 顧客ニーズ調査の結果をもと
に企画案を作成できる

4.

5.

1. 文章理解よりも数字を扱う
ことの方が得意

2. 日本語のニュアンスより英語
の方が内容を理解しやすい

3. パワーポイントでグラフ掲載
したりグラフィックな資料
にすることは得意

4.

5.

ジョブシートA1 ジョブシートA2
職務とミッション対応表 職務とミッション対応表

業務（全体） 必要なスキル

1. 障害者雇用推進プロジェクト
の運営管理

2. 社外機関と連携した
     プロジェクト企画立案

3. プロジェクト提供対象とな
る顧客層のマーケティング

4.

5.

1. 障害者当事者として働くこと
の困難さがイメージできる

2. サークル活動でイベント企
画を考えて実践した経験が
ある

3. 経済学部でマーケティング
の授業を受けたことがある

4.

5.

学生が作成するジョブシート対応表 A1

  シャドウイングする社員の業務内容をみて、具体的にどのような仕事なのか想像してみましょう。

  社員が実際に働く上で求められる業務内容が書かれています。これに自分の興味関心やこれ
まで学んできたことを対比させてみましょう。

  自分の経験から、どのような視点で仕事を観察するか、考えてみましょう。

（例） （例）（例） （例）

シャドウイング対象社員が
記載したものに対応させます。

シャドウイング対象社員 私

自分の興味関心、大学等で
学んだことやスキルと対比する

事前ワーク用

自分の強みと対比する

学生が作成するジョブシート対応表 A2

  業務遂行上必要とされるスキルをみて、自分の強みをどのように生かせるか、考えてみましょう。

  強みの生かし方が想像できない場合には、支援部署と相談しながら、自分の強みをまず言
語化してみましょう。

シャドウイング対象社員が
記載したものに対応させます。

シャドウイング対象社員 私／開始前

4. 4-2 4-2実 施 学生の事前プログラム ② 学生の事前プログラム ②ACTION 4.実 施ACTION
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年度
年

第1  四半期
4月 ～6 月

第2  四半期
7月～9 月

第3  四半期
10月～12月

第4  四半期
1月～3 月

4 10 11 12 35 6 8 97 21

ジョブシートC
年間予定表

企業側担当者の業務（細目）
〈企業担当者のジョブシート C の内容〉

ジョブシートB
業務の範囲対応表

（例） （例）
● 障害者雇用推進プロジェクト

の企画会議資料を作成する。

    社内の障害者雇用状況アン
ケートの結果を集約して、
グラフにする。

   グラフから言えること（解釈）
をまとめる。

    社内の障害者雇用推進委員
会の設立を提案する。

    EXCEL でどんなグラフにし
て企画書に載せるかを考える
ためにマインドマップで目的
とプロセスを整理して手順化
しておく。

   EXCEL のグラフを見ながら
結果を考えるよりも、はじめ
に考えるべきことを一度文章
にして頭にいれる。

学生が作成するジョブシート対応表 B

  実際に社員が行う予定の職務内容を見て、シャドウイング当日のどのような視点で観察
するかを考えておきます。

  観察視点をできるだけ具体的にして、「何を見たいのか？」を明確にしておきましょう。

  自分だったら、どういう方法で作業するか、イメージしておきましょう。

  シャドウイング当日はこのジョブシート対応表Bを手元に置きながら観察し、質の高い
問いを生むために自分なりの視点で感じたことや考えたことを言語化しましょう。

業務を自分が実施する際の具体的な
作業手順や、個々の業務の品質、
達成基準を具体的にイメージする

学生が作成するジョブシート対応表 C

  企業側の社員のスケジュールを見て、自分自身の年間を通じた体調の変化と照らし合わせて
みましょう。

  学校や余暇活動等忙しくなった時の前後での体調の変化も振り返りましょう。

  時期による体調変化に自分なりの対処方法があれば、それも記載しておきましょう。

私のスケジュール（年間）
シャドウイング対象社員 私

4. 4-2 4-2実 施 学生の事前プログラム ② 学生の事前プログラム ②ACTION 4.実 施ACTION
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　　年
　　月　　日（日）
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学生が作成するジョブシート対応表 D

  自分の今のスケジュール（時間の使い方）と見比べてみましょう。

  企業側の社員のスケジュールを見て、自分自身の週単位・１日単位の体調の変化と照らし合
わせてみましょう。

  体調変化に自分なりの対処方法があれば、それも記載しておきましょう。

週間のスケジュール表は普段使用しているカレンダーのコピーを使用しそれに書き込
んでも構いません。

TIPS

4-3 事前プログラムのチェックリスト

事前プログラム

以下のジョブシートに記載できましたか？

 ジョブシート A ( 業務内容と必要なスキル）

 ジョブシート B（業務の細目）

 ジョブシート C（年間予定表）

 ジョブシート D（週間予定表）

 支援部署の担当者へジョブシート A〜 Dを提出しましたか？

以下の内容について学びや経験ができましたか？
Ⅰ. 労働と権利保障の基礎

 障害の社会モデルと働く上での合理的配慮

 障害のある労働者と社会資源の活用

Ⅱ. 強みを生かして働くイメージを深堀りする

 自分の強みをどう生かせるか

 職務において本質的に必要な要素を果たすには？を考える

 必要な配慮を考える

 障害をもちながら働くメンターと議論する

学生の事前プログラム 1

学生の事前プログラム 2

学生は以下のジョブシート対応表に記載できましたか？

 ジョブシート対応表 A1 （業務とスキルの対応表）

 ジョブシート対応表 A2（必要なスキルと強みの対応表）

 ジョブシート対応表 B（業務細目と自分なりの作業方法の対応表）

 ジョブシート対応表 C（年間予定表）

 ジョブシート対応表 D（週間予定表）

 企業のジョブシートを受け取りましたか？

 学生の事前プログラムを完了できましたか？

 学生が事前プログラムの内容を理解できていることを確認できましたか？

企
業
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

学
生
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

支
援
部
署
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

ジョブシートD
週間予定表

私のスケジュール（年間）

4. 4-2実 施 学生の事前プログラム ②ACTION 4.実 施ACTION
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当日の流れ

4-4 シャドウイング実施

  始業時にその日の流れを確認しておきます。（可能な範囲で支援担当者も同席しましょう）

 日中は社員と学生のみでやり取りしますが、必要に応じて支援担当者も対応できる体制にし
ておきます。

  終業時に一日の振り返りをします。（可能な範囲で支援担当者も同席しましょう）

終業

● 1 日の振り返り
● フィードバック

4-5 シャドウイング実施のチェックリスト

 実施期間中、始業時にその日の流れの確認はできましたか？

 学生はトラブルなくシャドウイングできましたか？

 日中は学生と対話する時間をもてましたか？

 終業時のQ&Aやフィードバックができましたか？

企
業
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 ( 現地の場合)学生が無事に出社・退社できたことを確認できましたか？

 (オンラインの場合)学生が無事にオンライン参加できたか確認できましたか？

 緊急連絡先は企業と学生に伝わっていましたか？

 企業・学生双方に何かトラブルが起きていないか確認できましたか？

 企業と学生で円滑にやり取りができていましたか？

支
援
部
署
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 （現地の場合）予定していた方法で通勤できましたか？

 （オンラインの場合）回線等のトラブルなくシャドウイングできましたか？

 予定していたシャドウイングが全てできましたか？

 事前プログラムで準備していた具体的な視点をもって観察することができましたか？

 聞きたいことを質問できましたか？

 １日を終えてどのくらい疲労を感じましたか？

学
生
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

出勤

学生は出勤体験
オンラインでの
テレワーク体験も可（ （

始業

1 日の流れ確認

シャドウイング

● 社員は普段と同じように働く
● 学生はじっくり観察する
● 適宜 Q&A や意見交換の時間を持つ

 学生は１日を振り返り、聞きたいことを
質問しましょう。

 社員は学生からの質問に回答し、社員
から聞きたいことがあれば学生へも質問
しましょう。

 支援担当者はプログラム目的が果たせて
いるか、実施状況として改善すべき点が
ないか確認しましょう。

終業時

 社員は通常業務を行います。時間があれ
ば、適宜学生と対話しましょう。

 学生はジョブシート対応表を手元に置き
参考にしながら、観察しましょう。

 学生は自分で感じたこと等をメモし質問
内容を考えながら観察しましょう。

日中

 社員は学生に対し１日の業務の内容を時
系列で説明します。

 学生は参加できる会議がある場合には
会議の内容や注意事項（発言してよいか
等）を確認しておきましょう。

 支援担当者は１日の中で対応できる時間
を連絡しておきましょう。

始業時

4. 実 施 ACTION 4.実 施ACTION
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5 振り返り
FEEDBACK

5-1 事後プログラム

5-2 報告会の開催

学生の事後プログラム

支援部署がやること

学生が作成するレポートのポイント

 学生は以下のポイントをもとに、レポートを作成し報告会で発表できる資料を作成します。

 学生は働くことのイメージをもてたのか、これまでイメージしていたものとの違いは何だっ
たか、事後プログラムで振り返りましょう。

 学生は事前ワークで作成した対応表をもとに、以下のポイントを踏まえてレポートにしましょう。

 学生と面談し、学生のレポート作成を一緒に進めましょう。

 学生のレポート作成の進捗状況を踏まえて、企業と学生との振り返りミーティングを計画し
調整しましょう。

 支援部署として学生に期待したことが果たせたのか、プログラムの目的に沿って振り返りま
しょう。

1   シャドウイングを通じて知った社員の働き方で、自分自身が何を学んだか？

2   働くためにこれから更なる学びやスキルアップが必要と感じたことは何か？

3   シャドウイングした職務において達成すべき水準がどのくらいなのか、実際の達成
水準をイメージすることができたか？

4   ３に対して、自分ならどんなことをどこまで達成できると考えたか、またその理由は
何か？

5   社会的障壁（合理的配慮や環境調整で解決すべきでは？と感じたことや、解決方法
が分からなかったこと）にはどのようなものがあったか？

6   企業側へ求めたい事、伝えたい事、問いかけたかった事は何か？

企業の事後プログラム

企業側が振り返るポイント

 参加した学生からの質問内容やジョブシート対応表等から、受入部署と企業側担当者で、参
加学生について振り返りましょう。

 本プログラム実施前に定めた目的を確認し、企業として得たことを言語化しましょう。

 以下の振り返りポイントを踏まえ、実施方法が適切であったか、改善すべき点はどこだった
か等も話し合いましょう。

1   その学生と働くことを想定した際にどのような期待ができるか、スキルアップを期
待する点は何か？

2   職務上の達成基準について、その学生が達成できると考えたことは何か、またその
理由は？

3   合理性の伴わない職場の障壁や、その具体的解消法に気付いたことがあったか？

4   今後のジョブシャドウ・プログラムに反映できること、社内のD&Iに反映できること
は何か？

INTRODUCTION PLAN ACTION FEEDBACKOVERVIEW 5.振り返りFEEDBACK

支援部署がやること

  支援担当者は事後プログラム内容とタイムスケジュールをリマインドし、
　 報告会を開催しましょう。

社員 学生人事担当者 者支援担当
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　障害のある若者が、大学を卒業した後に社会的に活躍することに対して、社会的な

期待は高まり続けています。そのためのさらに多様な職業教育の場、企業と学生との

繋がりの場が求められています。

　そこでDO-IT Japanでは、共催企業である株式会社みずほフィナンシャルグルー

プの皆さん（グローバルキャリア戦略部ダイバーシティ・インクルージョン推進室 穂苅 

由紀さん、柿島 恵理子さんをはじめとした皆さん）と、障害のある大学生向けのジョ

ブシャドウイング・プログラムを新たに開発しました。このマニュアルは、そのプログ

ラムの実施方法をまとめたものです。

　本プログラムでは、参加者はジョブシャドウイングの実践を通じて、（1）企業内で

プロフェッショナルとして働くこと、（2）社会モデルに立脚した障害や多様性の捉え

方を学ぶこと、（3）障害とそのリアリティ、（4）働く環境をよりインクルーシブに変え

ていくためのリーダーシップについて学びます。このプログラムは、企業・学生・両者

の間で支援に関わる者が、対話と学びの機会を生み出すものになったと自負していま

す。今後、全国の企業や大学で、このジョブシャドウイングの取り組みをきっかけとし

て、障害のある若者の職業教育の場と、企業と学生、支援部署の対話の場が広がる

ことを期待しています。

� DO-IT Japan ディレクター　近藤 武夫

5-2 チェックリスト

 学生と支援部署で振り返りができましたか？

 企業・学生・支援部署が揃って振り返りミーティングを開催することができま
したか？

 企業が得たこと、学生が得たことについて共通理解がもてましたか？

 今後にむけてプログラムをブラッシュアップするための課題は見えましたか？

 以下のポイントで振り返りができましたか？

 参加した学生とともに働くことを想定した時のどのような期待ができるか？

 参加した学生が自社内の職務を達成できると思われるか？

 職場の障壁やその解決方法に気づくことがあったか？

 今後のプログラムに反映できることはなにか？

本プログラムの共同開発について

ジョブシャドウイングプログラム
に関するお問い合わせ先

DO-IT Japan 事務局
〒 153-8904東京都目黒区駒場 4-6-1 
東京大学先端科学技術研究センター
社会包摂システム分野
電   話：03-5452-5443
メール：toiawase@doit-japan.org

企
業
の
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支
援
部
署
の
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レポートに以下のポイントを入れて作成できましたか？

 社員の働き方から学んだこと・知ったこと。

 働くためにこれから身に着けたいと思うこと。

 働く上で求められる職務の達成水準がイメージできたか。

 自分ならどこまでの水準で職務を達成できると思ったか。

 社会的障壁にはどのようなものがあったか。

 企業側へ求めたいこと、伝えたいことは何か。

学
生
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

5. 振り返り FEEDBACK
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